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「しばぐらし」は、柴犬を愛するすべての人のため
の雑誌です。愛らしい仕草や個性豊かな魅力、共
に過ごす日々の楽しさをもっと感じてほしい—そ
んな思いでつくりました。この一冊が、あなたと
愛犬の暮らしをさらに豊かにするお手伝いとなれ
ば幸いです。

しばぐらし
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①性質
飼い主に忠実で献身的に尽くすが、見知
らぬ人には用心深い。活発で、攻撃的な
気質も持っているが、我慢強さにもすぐ
れている。きちんとしつけないと攻撃性
の強い犬になるおそれもあるので注意。

柴
犬
と
は
ど
ん
な
犬
種
？

被毛
表毛はまっすぐで、下毛は淡
い色でやわらかな二重被毛

耳
三角で、やや前傾してピンと
立っている。

尻尾
適度な太さで力強く、
巻いている巻き尾か、
巻かずに前傾した差し
尾になっている。 ボディ

背から尾の付け根まで
直線で、腰部は頑丈。
胸は発達しあらば骨が
適度に張っている。

四肢
前肢は体幅と同じ幅
で地面に接し、後肢
はよく発達し腰幅で
地面に接する。指は
しっかりとしまって
いる。

柴犬とは？

②歴史
祖先は古代からの日本の土着犬。日本海
に面した山岳地帯で小動物や鳥の猟犬と
して使われていた。19世紀の半ば頃から
洋犬との交配が流行したが、純枠犬種血
統の保護が叫ばれ、1937 年に天然記念
物に指定されたのち、繁殖改良された。

柴犬のスタンダード
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柴犬の成長と
しつけポイント
成長カレンダー

子犬からシニア犬まで

しつけと世話のポイント

　子犬は日に日に大きくなり、１年半
もたつと成犬に成長します。家に子犬
がきたときから、世話をするのはもち
ろん、タイミングを逃さずにしつけを
するようにしましょう。
　年齢を重ねていくと、体のケアも注意が
必要です。大切な家族である柴犬がシニア
犬まで元気に過ごせるように、あたたかく
見守りましょう。

●柴犬の年齢を人にたとえると？

柴犬の毛色
柴犬の毛は表面の固い直毛と、やわらかい下毛とのダブルコート。
子犬の頃はまだ、全体的にフワフワしていますが、しだいに柴犬
らしい毛並になります。
　毛色は赤と呼ばれる明るい茶色が、もっとも多くみられます。
次に多いのは黒。まれに赤と黒が混ざった胡麻、白も見られます。
　柴犬は全身が同じ毛色ではなく、頬からあごの下、胸にかけて
とお腹や四肢の内側が白くなっています。これは「裏白」と呼ば
れる柴犬の特徴です。
　

赤 黒

白

日本犬の中でももっともポ
ピュラーな色で、柴犬の 80％
強がこの色。頬から下が白く
色が抜ける裏白。

まれに生まれる白は、ドッグ
ショーには出せないが血統書
は出る。ペットとして飼うに
は問題ない。写真は生後２か
月の子犬。

赤、黒、白が混ざりあった色
合い。赤が多いと赤胡麻、黒
が多いと黒胡麻という。

全体はツヤのない渋く乾いた
黒で、目の上の斑、四肢の裏
など裏白部分に赤が入る。

胡麻
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ご
ま
の
記
録

「
ご
ま
の
記
録
」
は
、
大
切
な
家
族
で
あ
る
ご
ま
の
日
常
生
活
に
つ
い

て
を
記
録
し
た
内
容
で
す
。

　　　　　　名前：ごま
　　　誕生日：２０２２/１０/３
　　　　　　性別：男の子
　　　好きな食べ物：鶏肉
　　　　特技：長い待てができる
　　　　好きなこと：ボール遊び
　　苦手なこと：お風呂に入ること
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０歳のごま
初めて犬をお迎えして、お
家にやってきました。活発
で元気いっぱいゲージの中
で出して欲しいと跳ねてま
す。これからもよろしく。

自然と一緒
１歳ぐらいになって散歩をするご
ま。春の季節は偕楽園のお花見散
歩、菜の花畑で興奮するごま、木
陰で休むごま。自然に触れてわく
わくしている姿がみえます。
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おやすみ
いっぱい遊んで、いっぱい食べ
てすやすや眠るごまの様子。と
ても、気持ちよさそうに寝てい
ます。どんな夢を見ているので
しょうか。

那珂川にて
水戸市にある那珂川堤防でお散
歩。自然豊かで緑がたくさんあっ
て虫を追いかけたりごまは楽しそ
うです。
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ごまの好きなおやつランキング

1. チーズ
2. お芋
3. ジャーキー

ごまの好きな遊びランキング

1. ボール
2. ヒモ引っ張りこ
3. ぬいぐるみ

ごまの好きなもののランキング

読者の皆さま、雑誌「しばぐらし」をお手に取っていただき、
誠にありがとうございます。今回の特集「柴犬とはどんな犬
種？」はいかがでしたでしょうか？取材中、外を駆け回る柴
犬たちの楽しそうな姿や、床で眠る愛らしい表情に心が癒さ
れっぱなしでした。撮影チームも暑さや寒さを忘れるほど笑
顔になれる瞬間がたくさんありました。柴犬と過ごす日々は、
小さな幸せの連続です。家族も「うちの柴、こんなことした
よ！」と話が尽きず、いつもにぎやかです。読者の皆さまか
らの柴犬を知ってもらえて、私たちのエネルギー源になって
います。寒い日が続きますが、皆さまと愛犬が健やかに、そ
してあたたかく過ごされることを願っています。柴犬たちと
皆さまの暮らしに、少しでも寄り添える雑誌であり続けたい
と思います。これからも「しばぐらし」をよろしくお願いい
たします！

編集検紀
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